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企業へのメール誤送信によるメールアドレスの漏えいについて 

 

当機構において事業者支援コーディネーターを委嘱されている者が、支援先事業者に対し、業

界動向に関する新聞記事を添付した上で、メールを送る際に宛先を「BCC」とするところ、誤って

「CC」で複数人宛に送信したことにより、メールアドレスが他者に見えてしまう事案が発生いた

しました。 

情報漏えいの対象者に対して、深くお詫び申し上げますとともに、今後、同様の事案が発生し

ないよう、再発防止に万全を期してまいります。 

 
１ 事案発生日時 

 2026年６月16日（火）午前7時11分 

 

２ 事案の概要 

（１）経緯 

・ 当該コーディネーターが、6月16日付「日本経済新聞」の業界動向に関する記事を撮影し、

添付したメールを支援先である事業者297社のメールアドレスに一斉送信する際、宛先を

「CC」に設定した。 

・ メール送信に際しては、必ず内容・宛先・添付ファイルを２段階で確認することを徹底し

ているが、確認が不十分であったため、本来「BCC」で送信すべき電子メールアドレスを誤っ

て「CC」のままで送信してしまった。 

（２）漏えいした情報 

「CC」として同報された支援先である県内事業者の個人メールアドレス 297件 

３ 原因 

・電子メール送信時での初歩的な人為的ミス 

・著作権がある記事に対する認識不足 

４ 対応 

・ 16日中に、当該電子メールの受信者様に対し、電子メールアドレス漏えいの報告及び謝罪

をするとともに、メールの削除を依頼し、23日時点で全件確認できた。 

５ 再発防止策 

・ 改めてメール送信の際には、必ず内容・宛先・添付ファイルを２段階及びダブルチェック

で確認することを周知徹底する。 

・ 全職員及び委嘱先に対し、新聞記事等の著作物の扱いに関する研修会を実施する。 


